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教育を取巻く状況 

  

世界は今、グローバル化や人工知能、情報通信技術などの加速度的

な進展により、これまでの固定観念は根底から覆され、今後の社会の

変化は予想することも困難なものとなっています。今後の社会は、こ

れまでの社会の延長線上にはないものと認識する必要があります。  

 また我が国においては、人口減少や少子・高齢化、労働力の確保や

地域経済の衰退など多くの社会的課題が重なり、閉塞感が漂っていま

す。本市も例外ではありません。これらの課題への対応や解決はこれ

までの考え方や手法では不可能です。これからの地方自治体には、慣

習や常識にとらわれない、新たなビジョンや戦略が求められます。  

 その重要な戦略の柱の一つが、「人づくり」だと考えます。未来を見

据え、自らの人生を切り拓き、よりよく自己実現を果たす力を持つ人

づくりが、直方市の未来を切り拓いていく力となるものと確信します。

そこで、これまでの手法や慣習にとらわれない教育の改革、そのため

の投資が必要になります。  

 21世紀の社会をたくましく生き抜く子どもを育てるための教育環境、

そして子育て環境の充実、また個人がよりよく自己実現を果たすため

の生涯学習社会の構築など、本市の発展に向けた様々な施策を推進す

る必要があると考えています。  

 何もかも新しいことを目指すということではありません。研ぎ澄ま

された感覚で時代の変化を敏感に察知し、変わるべきものと、どのよ

うに時代が変わろうとも変わらないものを見極めることも重要です。  

 そこで、これからの本市の教育の方向性と方針を指し示す「直方市  

教育大綱」を定めました。  

 まず、全体を貫く大きなテーマは「未来を拓く」です。これから大

きく変化し続けていく新しい時代にあって、たくましく生き抜く力を

持つ人づくりを進め、直方市民と直方市の未来を切り拓いていきたい

と考えています。 

 このテーマのもと、「めざす市民像」そして「基本方針」を定めてい

ます。 

そして、この教育大綱が今後実際に取り組む「直方市教育施策」へ

と繋がっていきます。  
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～新しい時代をたくましく生き抜く人づくり～ 

めざす市民像 

 

○主体的に学び続け、創造的な発想で未来を拓く市民  

 

○多様な価値観を尊重し、異なる文化に生きる人たちと協働して未来

を拓く市民  

 

○自立した人間として、自身の可能性を信じ、未来を拓く市民  

 

基本方針 

 

１．時代の変化を見据えた教育への変革と推進  

正解のない問いや自ら設定した課題に挑戦すること、さらには、

学問分野を超えて、知識をさまざまな状況の中で創造的に活用でき

る力を育成する教育を目指します。  

 

２．可能性を引き出し、才能を伸ばす教育の推進  

確かな学力、豊かな人間性、健康な体と体力を育むとともに、個

人の可能性を最大限ひきだす教育を目指します。  

 

３．文化を尊重し、国際性と豊かなコミュニケーション力を育む教育の  

推進 

郷土の歴史と文化に対して誇りと愛着を持つとともに、異なる文

化を尊重する市民を育成します。  

 

４．すべての人の幸せをかなえる教育の推進  

自分の可能性を信じ、夢に向かって一生懸命努力する市民を、温

かく応援する教育を目指します。  

 

５．よりよい自己実現をめざし、生涯学び続ける力を育む教育の推進  

だれもが、いつでも、どこでも学びつづけることができる環境づ

くりを進めます。  

直方市教育大綱  
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教育総務課の主要施策  

 

社会情勢が急激に変化する中にあって、直方市の教育行政、教育実

践の改善・改革を進めていくために、教育委員、事務局職員の能力向

上を図ってまいります。  

学校施設は、子どもたちの学びの場であり、豊かな心と健やかな体

を育成する場であると同時に、地域住民が集い学びあう生涯学習の場

であり、災害時には避難所となるなど、地域コミュニティにとって重

要な施設です。  

子どもたちにとって安全でより良い教育環境づくりとともに、地域

コミュニティの核としての機能を高めるためにも、長期的視点から、

学校施設や調理施設の改善整備・適正な維持管理に努めます。  

学校給食については、成長期にあるすべての児童、生徒の健康保持・

増進と体力の向上のための重要な事業と位置づけ、給食の時間をとお

して、食への関心を高め、食事の重要性、喜びや楽しさを理解するこ

とにより、正しい食生活の習慣化につなげるための食育を推進します。  

 また、地産地消の推進や施設・備品の更新などを見据えた総合的な

学校給食の実施体制について検討してまいります。  

就学援助制度は、コロナ禍による影響が続くなかで、その重要性が

増しています。  

制度の周知、手続きの簡素化などを推進し、すべての子どもたちの

学びを保障してまいります。  

 

 

１ 教育施策の充実  

（１）総合教育会議の運営  

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の趣旨を踏まえ

ながら、事務局機能を果たしていきます。  

  ○直方市総合計画、教育大綱と教育施策の調整  

   ○教育大綱の基本方針に基づく施策の点検、評価、改善の実施  

（２）教育委員会の充実  

   教育委員会機能を高め、適切な事務執行管理と教育施策の充実

を進めます。  

○教育委員研修の実施  

○会議の透明化と迅速な公表の推進  

 ○教育に関する情報発信の推進  
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（３）学校規模・通学区域適正化の推進  

   令和３年度総合教育会議での議論を踏まえ、将来を見据えた学

校の規模、通学区域の適正化についての検討を進めます。  

   庁内の検討委員会事務局として、関係部署、関係機関との連絡・

調整を行います。  

（４）学校事務の効率化とＤＸの推進  

共同学校事務室とともに、経理をはじめとする学校事務の効率  

化、学校徴収金納付の利便性向上を図ります。  

   また、学校施設の使用許可や就学援助、学校災害共済給付金等  

の申請手続きのオンライン対応を推進します。  

 

 

２ 教育環境の整備・充実  

（１）学校施設の整備・充実  

  老朽化した学校施設の改善整備とともに、災害時の避難所とし

ての機能強化を図ります。  

○防災機能強化事業、屋上防水改修工事  

   ・校舎外壁改修及び屋上防水改修工事（福地小）  

○トイレ快適化事業  

   ・トイレ改修（直方西小・二中）  

  ○老朽化した学校施設の修繕工事の推進  

   ・特に児童生徒に危険を及ぼす可能性の箇所を中心に整備  

  〇学校用務員による修繕体制の確立  

（２）学校規模適正化を見据えた学校施設（給食調理施設含む）整備

方針の策定  

   既存長寿命化計画、学校給食の提供方法と施設整備、学童保育

所の配置も考慮して、整備方針を検討します。  

 

       

３ 食育の推進  

（１）安全・安心な給食提供  

食中毒や異物混入を防止するとともに、計画的な給食施設及び

設備の更新を進めます。  

○調理従事職員の衛生管理と食物検査の徹底  

○計画的な給食備品の点検と更新  

（２）食育の推進  

   食習慣の改善と健康な体づくりに取り組む子どもの育成を目指

した食育を推進します。  
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   ○調理員研修会による調理技術の向上の推進  

○地元産食材の確保・使用の推進（地産地消推進）  

   ○小中学校の連携した食育推進  

（３）小学校給食費の徴収  

   ○口座振替、納付書によるコンビニ収納、電子決済といった多

様な支払方法による保護者の利便性向上。  

   ○児童手当からの引去りにより、給食費の滞納を防止する。  

   〇高額滞納者への法的措置の実施  

（４）中学校給食提供方法の変更  

中学校給食については、令和４年度の２学期から、全員喫食、  

食缶方式にて実施します。  

 ○チェック体制確立によるアレルギー対応の確実な実施  

○各中学校や調理委託事業者との情報共有と密接な連携  

○生徒・保護者への丁寧な周知  

〇食材業者の適切な選定・購入  

○給食費システムの変更と給食費の公会計化  

○給食費の滞納防止と高額滞納者への法的措置の実施  

 

 

４ 就学支援の実施（就学援助）  

（１）義務教育の円滑な実施  

経済的な理由によって就学が困難と認められる児童・生徒の保

護者に対して就学に必要な費用の援助を行います。  

○学用品費及び通学用品費、新入学児童生徒学用品費、修学旅

行費、社会見学旅行費、自然教室費、ふれあい学級宿泊訓練

費、学校給食費、医療費、通学費について支給  

○チラシ配布、ホームページ・市報掲載等、就学援助制度の対

象者への周知の徹底  
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学校教育課の主要施策  

 

 全国学力・学習状況調査、福岡県学力調査及び標準学力調査の結果

を見ると、課題であった思考力・判断力・表現力において上昇がみら

れ、目標としている全国及び県平均の数値に近づきつつあります。し

かし、学校、学年による学力較差、個人較差、さらに学力以外にも、

不登校の増加、規範意識や体力の低下等の課題が見られます。  

 そこで、教育目標「未来を拓き、心豊かでたくましく生きる子ども

の育成」に向けて、本年度も確かな学力の育成を最重要課題と位置づ

け、それを支える豊かな人間性の育成と体力の向上を目指した教育を

推進します。そのために、学力や体力の実態、学習状況などを分析し、

その課題解決に向けた具体的な取組を進めます。  

   

１ 確かな学力の育成（学力の向上）   

（１）授業改善  

   基礎的・基本的な学習内容を確実に身に付け、思考力・判断力・

表現力を持つ子どもを育成するための授業改善を推進します。  

   〇「のおがた授業モデル」を活用した取組の充実  

○「直方市ふくおか学力アップ推進事業」の充実  

〇習熟度別少人数指導や補充学習の充実  

○言語活動の充実や問題解決的な学習活動等の推進  

（２）基礎学力の定着、補充学習等の推進  

   基礎的・基本的な学習内容を確実に身に付けるための支援環境

を整備します。  

〇帯時間等を活用した取組の充実  

(基礎基本の定着、小学校における徹底反復学習の推進 ) 

○学習支援員の配置による補充学習の充実  

○日常的・継続的な読書活動の推進  

○図書館教育支援員の配置  

〇市立図書館と連携して行う「小学生子ども読書リーダー研修」 

（３）グローバル化に対応した教育の推進  

   子どもの英語でのコミュニケーション能力を育成するため、英

語教育に対応した指導体制の整備、発表や体験の場を設定します。 

○外国語科の指導力を高める英語教育研修会の実施  

○外国語指導助手の配置と活用促進  

○「小学生英語ひろば」の実施  

○「直方市英語発表会」の実施  
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〇中学校全学年での英検 IBA の実施  

〇小学校 6 年生でのオンライン英会話の実施  

（４）ＩＣＴを活用した教育活動の推進  

   １人１台端末を活用した授業及び家庭学習の充実を図ります。  

○教科指導における、デジタル教科書等アプリケーションの活  

用の促進  

   〇学習支援ソフト及びシンキングツールの活用の推進  

○プログラミング教育の推進  

○ＩＣＴ活用支援員の配置  

〇ＩＣＴ機器の活用研修の実施  

 

２ 豊かな心の育成  

（１）道徳科の授業改善  

子ども自ら考え、議論する授業への改善・充実を図ります。  

○道徳教育推進教員の養成と道徳教育の充実  

○道徳科学習指導の充実  

（２）体験活動等の推進  

自然体験活動、地域の歴史や文化に学ぶ活動などを通して心の

教育の充実を図ります。  

○自然や職業、文化、芸術等に関わる体験活動の推進  

   （自然教室、石炭記念館・汽車クラブ見学、髙取焼体験学習等） 

（３）人権教育の推進  

人権尊重の精神の育成及び学力と進路の保障を目指して、学校

教育全体を通して人権教育を推進します。  

   ○直方市中学校ブロック人権教育推進事業の推進  

   ○「福岡県人権教育推進プラン」の活用促進  

   ○人権教育学習教材集「あおぞら」「あおぞら２」、同和教育副

読本「かがやき」の効果的な活用推進  

   〇児童生徒の発達段階に応じた平和に関する学習の推進  

（４）いじめや不登校の対応  

いじめ、不登校の未然防止、早期発見・早期対応、継続支援の

ための体制整備と、一人一人に応じたきめ細かな指導や相談等が

実施できるよう環境整備に努めます。  

○「直方市いじめ防止基本方針」及び「学校いじめ防止基本方

針」に基づく指導及び対応の徹底  

○不登校兆候等、配慮を要する児童生徒の情報収集及び連絡調

整、指導・助言  
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○行政機関や教育機関との連携  

○直方市学校適応指導教室（フレンズ）の運営  

○スクールカウンセラーの活用促進  

○生徒指導主事・生徒指導担当者研修会の実施  

（５）キャリア教育の推進  

子どもの発達段階に応じた勤労観・職業観を育み、自立した生

き方を考え､進路実現のための支援体制を整備します。  

○小中学校における職業学習（夢授業等）実施のため、地域、

企業、関係機関、団体の関係者等との連携強化  

○中学校職場体験活動（１４才チャレンジウィーク）の支援  

○キャリアパスポートの活用の支援  

 

３ 健やかな体の育成  

（１）運動やスポーツをする習慣を定着させる取組  

     運動に慣れ親しみ、体力や運動能力を向上させる教育活動を推

進します。  

○新体力テストの実施  

(小・中学校、高等学校連携授業による取組の充実 ) 

○「体力向上プラン」の取組の促進  

○スポコン広場等の積極的活用  

○中学校部活動の運営支援及び外部指導者の派遣  

（２）健康教育・安全教育の推進  

生涯を通じて健康で安全な生活を送ることができるよう、食育

や薬物乱用防止教育等の健康教育を推進します。  

○栄養教諭・学校栄養職員、養護教諭等と連携して行う食育の

推進  

○規範意識育成のための指導の充実（薬物乱用防止、ネットモ  

ラル育成等）  

○安全教育・防災教育の実施（交通安全、救急救命、火災対応  

地震対応、事故対応等）  

○救急救命講習会の実施  

 

４ 特別支援教育の充実  

（１）連続性のある多様な学びの場における教育の充実  

     特別な支援を必要とする児童生徒の自立と社会参加を目指し、

一貫した継続性のある指導・支援の充実を図ります。  

○発達障がい児等教育支援事業の実施  

    （市配置臨床心理士による巡回教育相談、理解・啓発を図るパ
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ンフレット等の配布）  

○家庭及び福祉機関との連携の強化  

 

（２）就学前における支援の充実  

幼児の実態と教育的ニーズに対して、適切な学習環境を提供す  

るための支援に努めます。  

○就学に向けた相談活動・支援の充実  

○保育園・幼稚園・児童発達支援センター等への訪問実施  

（３）安全・安心かつ効果的に学べる環境整備  

特別な支援を必要とする児童生徒が安全・安心かつ効果的に学

べる教育環境の整備を推進します。  

○特別な支援を要する児童生徒の実態に対応した合理的配慮の  

提供  

○特別支援教育支援員の配置  

○通級指導教室の充実  

（４）専門性の向上と支援体制の整備・充実  

特別な支援を必要とする児童生徒の教育的ニーズに応じた指  

導・支援を行うため、教職員の専門性向上と組織体制の整備を図  

ります。  

○特別支援教育研修会（対象：担任、コーディネーター、特別

支援教育支援員）の実施  

○特別支援教育担当者研修会の開催  

 

５ 信頼される学校づくり  

（１）教職員研修の改善・充実  

学校の教育力を高めるために、教職員の資質や指導力を高める  

研修や支援体制の充実に努めます。  

    ○小中一貫教育推進のための研修会の充実  

   ○教育委員会指定研究委嘱校への指導・支援  

    ○防災意識の向上にかかる研修会の実施  

○管理職研修会、各種担当者研修会の充実  

    ○多種研修会への参加奨励と指導・支援  

    ○「直方市小中学校教科等研究会」及び「自主的研修」の支援  

    ○教育論文・実践記録の応募奨励と継続的な指導・支援  

    ○教育研究所研究員に対する継続的な研究支援  

    ○教職員の資質能力の向上を図る人事評価制度の活用促進  

（２）学校運営・評価システムの充実  

学校評議員制度や学校評価の充実を図り学校運営の改善を推進  
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します。 

○学校評議員制度の充実及び学校の「自己評価」「関係者評価」 

の公表・報告の推進  

 ○学校評価を活用した保護者や地域の信頼に応える学校づくり

の推進  

    ○人事評価制度に基づく計画的な人材育成の推進  

（３）学校・家庭・地域の連携強化   

高齢者や地域住民等を活用した教育活動の充実を図るとともに、 

地域とともにある学校づくりに努めます。  

     ○「ふれあい交流事業」や地域住民等を活用した学習指導の支  

    援  

     ○地域人材や学生を活用した教育活動や補充学習の拡充  

     ○「早寝・早起き・朝ごはん運動」等の生活習慣の確立に向け

た取組の充実  

   ○PTA と連携・協働した、携帯電話・スマートフォン等への対   

    策強化 (携帯電話・スマートフォン使用のルールづくり等 ) 

○開かれた学校づくりを目指す「特色ある教育活動」の推進  

〇小学校「放課後学習」の実施  

○教育委員会だより「直方の教育」の発行  

 ○コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の推進  

（４）学校危機管理の徹底  

児童生徒の安全教育の充実と教職員の危機管理対応能力の向上  

を図るとともに、地域や関係機関・団体との連携を密にした安全  

対策を推進します。  

     ○児童生徒の安全にかかる事件・事故等の情報提供  

     ○関係機関（警察、消防署、庁内関係各課）や地域団体等との  

連携強化  

   ○「学校危機管理マニュアル」の具体化と職員への浸透・徹底  

   ○学校事故の対応に関する実効性のある訓練の実施  

     ○通学路の安全点検及び整備促進  

   〇感染症対策の浸透・徹底  
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こども育成課の主要施策  

 

乳幼児期において、家庭と保育所・幼稚園等が一体となって子ども

の育ちに関わっていくことが、生涯にわたって社会性の発達や幸福の

実現に深く影響します。しかし、家族や地域のつながりが希薄化する

中で、子育てに不安や悩みを持つ親が増加する一方で、家庭や地域の

育児能力は低下し続けています。  

令和 3 年度は令和 2 年度に引き続いて新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止に努めながら事業を行いました。新型コロナウイルス感

染症が長期化する中での子育て世帯への臨時特別給付金の支給を実施

し経済支援を担いました。また、組織改編により幼児教育推進係が新

設されたことに伴ってこれまでの事業の見直しを行いました。令和 4

年度は老朽化した保育所施設の改修を行い乳幼児の保育環境の整備を

実施します。また保育所及び学童保育所の DX を推進し、保育者が子育

てに注力できる環境を整えていきます。  

１ 幼児教育の充実  

  幼児期から引き続いて学齢期に向けて一貫して対応し、子どもの

能力、可能性を最大限に伸ばすための幼児教育を充実させ、保育関

連施設の整備を推進していきます。  

  

〇 保育関連施設の整備  

〇 保育所等の ICT の推進事業の実施 

〇 保育所等への電子申請の導入  

〇 幼稚園協会、保育協会及び関係機関の幼児教育研修の実施  

〇 保・幼・小が連携した教育プログラムの検討  

〇 保育所、幼稚園、認定こども園の合同就職説明会の実施  

〇 保育所、幼稚園、認定こども園への巡回相談  

 

2 発達支援の充実  

発達に支援が必要な子どもを乳幼児期から学齢期まで一貫して

支援を行い児童の自立と社会の支援を推進します。  

〇 保・幼・小・中・高が連携した就学相談体制づくり  

〇 発達に特別な支援を必要とする子ども、家庭の支援体制充実  

〇 保育所、幼稚園、認定こども園への巡回相談  
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3 子ども・家庭支援の充実  

幼児期から引き続いて学齢期に向けて一貫して対応し、子どもの

能力、可能性を最大限に伸ばすための幼児教育の充実、学童保育施

設の整備を検討します。  

〇 子育て情報の周知 

○   子育て支援事業や保育所などの利用にあたっての支援  

○ 地域子育て支援センターでの多世代交流の推進  

〇 地域子育て支援センターの商店街への移転  

 〇 3 歳児を対象とした絵本配布事業の実施  

〇 幼少期における社会性発達基盤の確立のための親を対象とした

研修の実施 

〇 学童クラブ施設の整備  
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文化・スポーツ推進課の主要施策  

 

ライフスタイルの変化や価値観の多様化が進み、心の豊かさや生き

がいのための学習需要は増大してきています。また、核家族化や少子

化の進行などにより、地域コミュニティの希薄化や異なる年代との交

流の機会が減少しています。  

こうした状況を受け、社会教育においては、市民の誰もが自主的、

主体的な「学び」を通して「仲間づくり」や「社会参加」、「世代間の

交流」を実践できる地域社会を確立し、それぞれのライフステージに

応じた心の豊かさを実感できる環境づくりを推進します。  

そのため、市民ニーズに対応したあらゆる世代への学習機会の提供

に努めるとともに、社会教育関係団体等への育成支援と連携を強化し、

スポーツ活動、文化芸術活動の活性化を目指します。  

また、郷土の歴史や地域の伝統文化に誇りや愛着を持つ機会を充実

し、文化財の保護と保存整備に努めます。  

そして、地域や学校、様々な団体との連携により、健やかで豊かな

人間性や志を持ち、たくましく生き抜く力を備えた青少年の育成や性

別や年齢などにとらわれず、誰もが社会のあらゆる活動に参画でき、

自分の個性や能力を発揮できる男女共同参画社会の実現を目指します。 

1 社会教育活動の充実   

市民ニーズの高い講座の提供や、そこで学んだ成果を地域活動に

活かすためのしくみづくりに努めます。また、社会教育団体の自発

的学習活動の活性化や継続に向けた育成支援を図るとともに、団体

等との連携に努めます。  

○  中央公民館主催講座の充実  

○  地域の社会教育活動の推進  

○  社会教育団体に対する活動の支援  

２ 文化施策の振興  

市民が生涯にわたって、文化芸術に触れ、楽しみ、活動できる機

会の充実を図ります。  

○  指定管理者と連携した魅力的な文化施設の活用と運営  

○  文化施設間の連携強化  

○  市民文化祭の活性化等、市民の文化活動の充実  
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３ スポーツの振興  

誰でもスポーツに取り組める環境づくりを推進するため、各種団

体や地域と協調してまいります。  

○  スポーツ推進委員や各団体及び庁内関係課と連携した市民のス

ポーツ活動促進  

○  市民の誰もがスポーツに参加できる環境づくりのため、地域と

スポーツ推進委員が連携をとれる体制づくりの推進  

4 青少年の健全育成と交流体験活動事業の充実  

地域等と一体となって、青少年の社会参加や交流活動を推進し、

多様な人間関係を形成する機会の充実を図ります。  

○  青少年育成市民会議や地域、・学校、・家庭との連携及び各種事

業の推進  

○  青少年の体験活動・世代間交流事業の実施  

○  子どもの才能の芽を育む事業の実施  

5 文化財の保護と学習機会の充実  

文化財の保護と保存整備に努め、これらを有効活用し、郷土の歴  

史を学ぶ機会の充実と市民の郷土を愛する気持ちを育てます。  

○  国指定史跡筑豊炭田遺跡群の保存整備に向けた取り組みの推進  

○  郷土資料室の常設展の充実及び企画展の開催  

○  故郷の歴史と文化財に関する学習機会の充実  

6 男女共同参画社会の実現に向けた取り組みの推進  

誰もが自立し共同参画する環境づくりのため、様々な情報媒体や

機会を活用した情報提供の充実や、事業者及び次代を担う若年層（子

ども、子育て世代）等における学習機会の充実を図り意識啓発に努

めます。  

○  就学児検診や乳幼児健診等を活用した若年層の現状やニーズ等

の把握及びそれらに基づく新たな講座等の企画やツールを活用

した啓発活動 

○  既存の施策や新たな施策に関する情報提供について、対象者に

届く発信・配信の充実  

○  小中学校におけるジェンダー教育の推進  

 

 

 


